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は じ め に  

 

今 回 、 管 内 大 規 模 食 鳥 処 理 場 に お い て 、 食 鳥 肉 等 の 微 生 物 汚 染 を 防 止 す る こ と を 目 的 と

し た 内 臓 摘 出 工 程 等 の 施 設 の 改 修 が 行 わ れ た 。 そ こ で 、 こ れ に 併 せ 、 衛 生 的 な 食 鳥 処 理 を

再 認 識 さ せ 、「 食 鳥 処 理 場 に お け る HAC C P 方 式 に よ る 衛 生 管 理 指 針 （ 平 成 4 年 3 月 30 日 衛

乳 第 71 号  厚 生 省 生 活 衛 生 局 乳 肉 衛 生 課 長 通 知 ）」（ 以 下 、「 指 針 」と い う 。）に 基 づ き 作 成

し た チ ェ ッ ク 表 に よ り 、 食 鳥 処 理 事 業 者 が 自 主 的 に 衛 生 管 理 を 行 う 体 制 を 確 立 さ せ る こ と

で 、 食 鳥 処 理 の 衛 生 対 策 の 強 化 を 図 っ た の で そ の 概 要 を 報 告 す る 。  

 

材 料 及 び 方 法  

 

１  チ ェ ッ ク 表 に よ る 点 検 及 び 衛 生 指 導  

脱 羽 後 食 鳥 と た い の 羽 毛 及 び 糞 便 等 の 残 留 率 、 内 臓 摘 出 後 食 鳥 と た い の 消 化 管

内 容 物 等 の 残 留 率 、 冷 却 水 の 透 視 度 及 び 浮 遊 物 の 量 に つ い て 、「 指 針 」 に 準 じ 、 チ

ェ ッ ク 表 を 作 成 し た 。 こ の チ ェ ッ ク 表 を 用 い 、 食 鳥 処 理 衛 生 管 理 者 と 共 に 点 検 を

実 施 し 、 目 標 基 準 を 超 え た 項 目 に つ い て 衛 生 指 導 を 行 っ た 。  

２  拭 き 取 り 検 査 等  

衛 生 指 導 前 後 に お い て 、 脱 羽 後 食 鳥 と た い 、 内 臓 摘 出 後 食 鳥 と た い 及 び 冷 却 後 食 鳥

と た い 合 計 180 検 体 に つ い て 「 指 針 」 に 準 じ 、 一 般 細 菌 数 の 測 定 を 行 っ た 。  

ま た 、冷 却 水 に つ い て 衛 生 指 導 前 後 の 各 ロ ッ ト 終 了 後 に お い て 、一 般 細 菌 数 の 測 定（ 合

計 91 検 体 ） を 行 っ た 。  

３  衛 生 講 習 会  

上 記 項 目 の 結 果 等 を 基 に 、 施 設 改 修 前 及 び 施 設 改 修 後 に 衛 生 講 習 会 を 実 施 し た 。  

 

結 果  

 

 

１  脱 羽 後 食 鳥 と た い  

・  チ ェ ッ ク 表 に よ る 点 検  



羽 毛 の 残 留 率 の 平 均 値 は 、 衛 生 指 導 前 1.4％ で あ っ た が 、 衛 生 指 導 後 は 0.7％ に 半

減 し た 。 ま た 、糞 便 等 の 残 留 率 の 平 均 値 は 、 施 設 改 修 前 18. 3％ に 対 し 、 衛 生 指 導 後 は

13. 4％ に 減 少 し た （ 表 2）。  

・  拭 き 取 り 検 査  

一 般 細 菌 数 の 平 均 値 は 、 施 設 改 修 前 7. 7×1 0 3 C F U / c m 2 で あ っ た も の が 、 衛 生 指 導 後

に は 、 9. 9×10 2 C F U / c m 2 に 減 少 し 、 全 て の 検 体 で 目 標 基 準 値 以 下 と な っ た （ 表 1）。  

表１ 脱羽後食鳥とたい細 菌数の分布状況 

分   布 

 検体数 

細菌数の 
平均値 

（CFU/cm2）  < 10 < 102  < 103  < 104  < 105  < 106  

指導前 24 7.7×103       15  5  3  1  

指導後 36 9.9×102       21  15      

 

２  内 臓 摘 出 後 食 鳥 と た い  

・  チ ェ ッ ク 表 に よ る 点 検  

消 化 管 内 容 物 等 の 残 留 率 の 平 均 値 は 、 衛 生

指 導 前 16 . 7％ 、 衛 生 指 導 後 2. 0％ で 指 導 後 に

は 著 し く 減 少 し 、 す べ て の 検 体 が 目 標 基 準 値 以 下 と な っ た （ 表 2）。  

・  拭 き 取 り 検 査  

一 般 細 菌 数 の 平 均 値 は 、衛 生 指 導 前 1.4×10 4 C F U / c m 2 で あ っ た が 、衛 生 指 導 後 は 6.1

×10 2 C F U / c m 2 に 減 少 し 、 97％ の 検 体 が 目 標 基 準 値 以 下 と な っ た （ 表 3）。  

表 3 内臓摘出後食鳥とたいの細菌数分布状況 

分   布 

  検体数 

細菌数の 
平均値 

（CFU/cm2）  < 10 < 102  < 103  < 104  < 105  < 106  

指導前 24 1.4×104         5   13   4   2   
指導後 36 6.1×102      8   27       1      

 

３  冷 却 後 食 鳥 と た い 及 び 冷 却 水  

・  チ ェ ッ ク 表 に よ る 点 検  

冷 却 水 の 透 視 度 の 平 均 値 は 、1 ロ ッ ト 目 終 了 後 、2 ロ ッ ト 目 終 了 後 、 3 ロ ッ ト 目 終 了

後 、 作 業 終 了 後 の 順 に 、 衛 生 指 導 前 は 16. 8 度 、 5. 7 度 、 4. 6 度 、 3. 8 度 、 衛 生 指 導 後

は 16. 8 度 、11 . 2 度 、9. 1 度 、7. 4 度 と 推 移 し 、改 善 が み ら れ た（ 図 1）。浮 遊 物 の 量 は 、

衛 生 指 導 前 は 1. 1、 2. 5、 3. 0、 3. 0、 衛 生 指 導 後 は 1.0、 1 . 2、 1 . 0、 1 . 5 と 推 移 し 、 透

視 度 同 様 、 改 善 が み ら れ 、 ほ ぼ 目 標 基 準 値 と な っ た （ 図 2）。 た だ し 、 目 標 基 準 値 を 越

え る こ と が 、 1 ロ ッ ト が 3,0 0 0 羽 を 越 え た 場 合 に あ っ た 。  

・  拭 き 取 り 検 査  

冷 却 後 食 鳥 と た い の 一 般 細 菌 数 の 平 均 値 は 、 衛 生 指 導 前 は 1. 8×1 0 2 C F U / c m 2 で あ っ

た が 、 衛 生 指 導 後 は 1.6×10 2 C F U / c m 2 と 減 少 し た （ 表 4）。  

ま た 、 冷 却 水 に つ い て 、 1 ロ ッ ト 目 終 了 後 、 2 ロ ッ ト 目 終 了 後 、 3 ロ ッ ト 目 終 了 後 、

作 業 終 了 後 の 順 に 、 衛 生 指 導 前 は 0. 5  C F U / c m 2、 8.5×10 2 C F U / c m 2、 1. 7×1 0 3 C F U / c m 2、

2.8×10 3 C F U / c m 2 と 推 移 し た 。一 方 衛 生 指 導 後 は 0.7 C F U / c m 2、1.1 C F U / c m 2、5. 4 C F U / c m 2、

表 2 指導前後の食鳥とたい汚染状況 

汚染率（％） 
工程 管理項目 

指導前 指導後 

羽毛 1.4 0.7
脱羽後 

糞便等 18.3 13.4

内臓摘出後  消化管内容 物等 16.7 2.0



3 . 3×10 C F U / c m 2 と 推 移 し 、 改 善 が 認 め ら れ た 。  

表 4 冷却後食鳥とたい細 菌数の分布状況 

分   布 

  検体数 

細菌数の 
平均値 

（CFU/cm2）  < 10 < 102  < 103  < 104  < 105  < 106  

指導前 24 1.8×102      6   18            
指導後 36 1.6×102   4   13   19            

図1　　衛生指導前後の冷却水の透視度の推移
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図2　衛生指導前後の浮遊度の推移
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考 察  

 

脱 羽 機 の 調 整 及 び 羽 毛 ・ 糞 便 等 の 除 去 及 び 洗 浄 の 徹 底 、 中 抜 き 機 の 高 さ の 調 整 、 ロ ッ ト

あ た り の 羽 数 を 3,0 0 0 羽 以 内 と す る こ と 、 冷 却 水 の 換 水 量 の 増 量 、 ロ ッ ト 間 の 浮 遊 物 の 除

去 の 徹 底 を 指 導 し た 結 果 、 食 鳥 と た い の 羽 毛 ・ 糞 便 等 の 残 留 率 の 低 下 、 冷 却 水 の 透 視 度 及

び 浮 遊 物 の 量 の 改 善 が み ら れ た 。 ま た 、 各 工 程 の 食 鳥 と た い の 一 般 細 菌 数 に お い て 顕 著 な

改 善 が 認 め ら れ た こ と か ら 、 チ ェ ッ ク 表 に よ る 点 検 及 び 対 策 実 施 が 、 衛 生 的 な 食 鳥 処 理 を

管 理 す る う え で 有 効 で あ る こ と が 確 認 で き た 。  

食 鳥 処 理 事 業 者 自 ら が チ ェ ッ ク 表 に よ る 点 検 を 行 う 体 制 を 構 築 す る こ と に よ り 、 衛 生 意

識 の 向 上 が 図 ら れ 、 検 査 結 果 に 日 数 を 要 す る 細 菌 検 査 に 頼 る こ と な く 食 鳥 と た い 等 の 衛 生

状 態 を 現 場 に お い て 把 握 で き る た め 、 状 態 が 悪 化 し た と き に 直 ち に 改 善 措 置 が と れ る よ う

に な っ た 。  

施 設 改 修 に よ っ て 、 食 鳥 と た い へ の 微 生 物 汚 染 は 改 善 さ れ る が 、 よ り 衛 生 的 な 食 鳥 処 理

を 行 う た め に 、 チ ェ ッ ク 表 を 利 用 し 、 衛 生 状 態 を 常 に 把 握 し 、 速 や か に 対 応 し て い く 体 制

を さ ら に 強 化 し 、 今 後 も 目 標 基 準 に 達 し て い な い 脱 羽 後 工 程 及 び 冷 却 水 に つ い て 、 重 点 的

に 衛 生 指 導 を 行 い 、 よ り 安 全 な 食 鳥 肉 を 提 供 で き る よ う に 努 め て い き た い 。  


